
聖山

四ヶ村
其之三

しかむら
　 平成27年
9/23（祝）

     
主催／大岡住民自治協議会 
　　　四ヶ村区
共催／長野市大岡支所
　　　大岡中学校・大岡小学校

大岡全十区をフィールドに歩きながら
考える『集楽学校』。第一回は中牧、
そして第二回は五ヶ村でした。

テーマに、今年と来年で大岡を北
から順に探訪していきます。各区を
めぐりながら、地元の方からの説明
や宮下先生の解説を交え、先人の
声に耳を澄ませ、地域に伝えられた
文化を掘り起こし 明日の「集楽」を
皆で共に考えます。  
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ミニ登山と住吉社
昼食 四ヶ村の方による協力

上栗尾 の道祖神や石仏と眺望
 下栗尾の天王社石祠、棚原秋葉社石祠

二十三夜塔などの石碑群
や庚申塔

四ヶ村地区センター

四ヶ村地区センター

「であい・ふれあい・まなびあい」から
「つながりあい・ささえあい」へ
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観
音
さ
ま

は
男
性
？

ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

観音菩薩は女性に変身して現れることもあるため、
中国に伝わり次第に女性的に表現されることも多く

なりました。仏教の教軌によると本来は男性です。「如意輪観音」
はその優雅な姿から女性の墓石に用いられた例も多く見られます。
手には何でも願いを叶える如意宝珠を持つ優雅な姿は女性と重
ねられ信仰されてきました。大岡の「子安観音」も女性的でや女
性や女神をイメージした信仰の足跡と言えるのかもしれません。

２

1独
自
性
の
あ
る

大
岡
の「
子
安
さ
ま
」

　

子
安
観
音
は
、
仏
教
の
経
軌
に
説
か
れ
た
も
の

で
は
な
く
安
産
育
児
を
祈
願
す
る
民
間
の
子
安
信

仰
か
ら
造
作
さ
れ
た
も
の
で
主
に
右
膝
を
立
て
児

を
抱
く
姿
で
表
さ
れ
ま
す
。
大
岡
の
各
地
区
に
４

体
ほ
ど
見
ら
れ
る
子
安
観
音
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
光

背
の
無
い
丸
彫
り
・
膝
を
立
て
な
い
座
相
で
両
腕

右
頭
で
児
を
抱
く
姿
で
す
。
一
般
の
像
容
は
「
子

守
明
神
像
」
や
「
慈
母
観
音
」「
子
安
地
蔵
」
が

由
来
と
も
云
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
奈
良
県
の
吉
野

水
分
神
社
で
は
水
資
源
と
の
か
か
わ
り
で
「
み
く

ま
り
」「
み
こ
も
り
」
と
呼
ば
れ
、「
子
守
明
神
」

子
授
け
の
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

近
く
に
立
派
な
尼
僧
墓
碑

　

高
市
場
の
子
安
観
音
後
ろ
の
イ
チ
イ
大
木
の
元

に
は
「
大
法
梅
仙
尼
首
座
」
と
掘
ら
れ
た
無
縫
塔

が
あ
り
ま
す
。
子
安
観
音
と
設
立
年
の
違
い
が
あ

り
そ
う
で
す
が
、

な
ん
ら
か
の
関
連

性
も
あ
り
建
立

さ
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
大

岡
の
他
の
地
区
の

子
安
像
安
置
と

の
関
わ
り
も
注

目
さ
れ
ま
す
。

　
高
市
場
子
安
観
音

  

（
近
く
に
二
十
三
夜
塔
な
ど
の
石
碑
群
）

こ
や
す
か
ん
の
ん

「二十三夜塔」「庚申塔」
「馬頭観音」「道祖神」など
※二十三夜塔解説は6~7p

     西国 . 坂東 . 秩父
◎巡礼供養塔
子安観音隣に建立されている。
巡礼を終えた人たちが建立した。

現在、形態から判っている大岡の「子安観音」石像のある
地区は、高市場、和平、梨木、下大岡、近隣下中山です。
崩れて形のはっきりしないものもありますが、すべて高市場の
像とよく似た丸彫り。なかでも和平の石像ははっきりした彫りで、
一般の子安観音のような乳も見えますので、似ていても別に
造られたことも予測させます。台座の丁寧な造りなどから、も
しかしたら高市場の子安像を元にして、その後各地区へ模し
た像が伝播した可能性も考えられるのかもしれません。庚申
塔などには年号が刻まれているものがあるのに比較して子安
観音は年号記載などが少ないようです。

菩薩像特有のもので、大岡の
像は髪を左右にも垂らし女性
らしい像容が特徴。奈良時代
には位の高い女子の髪型。

高
市
場
子
安
観
音
の
特
徴

聖山麓の他の地区にも…

◎
高
市
場
石
造
物
群

健
や
か
な
成
長
を
願
う

大
岡
は
子
育
て
の
聖
地

●
宝
髻
（
ほ
う
け
い
）

 ← ◇蓮座（れんざ）

　←◇敷茄子
　　      （しきなす）

 ←◇反花
　　　  （かえりばな）
　

●
台
座
（
だ
い
ざ
）

●座像
（右脚を立てていない）

ていねいな台座が
施されている。

聖山麓の他

一般によくみられる舟
形の光背に彫られた
「子安観音」。右膝を
立てているものが多い。

お
顔
に
は
ヒ
ゲ
が…

　村には必ず道傍らの見守り隊
！

菩薩の着衣

和
平
の
子
安
観
音
。

高
市
場
の
像
と
よ
く
似
て
い
る
。



　
明
治
五
年
の
寺
院
明
細
書
記
載
の
寺
歴
に
よ
る

と
、
法
徳
山
西
蓮
寺
は
文
録
二
年
（
一
五
九
三
・

戦
国
時
代
）
曹
洞
宗
天
宗
寺
二
世
住
職
に
よ
り

開
山
。
同
記
録
に
は
こ
の
十
年
前
に
和
平
常
蓮
寺

の
開
山
も
み
え
ま
す
。
正
面
に
位
置
す
る
小
松
尾

城
の
創
設
も
戦
国
時
代
以
前
に
遡
る
の
で
は
と
の

推
測
も
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
い
関
連
は
判
っ
て
い

ま
せ
ん
。
西
蓮
寺
跡
の
地
続
き
の
土
地
に
は
「
か

ら
ほ
り
」「
う
ま
な
ら
し
ば
」
と
い
う
地
名
が
伝

わ
り
ま
す
。
　
西
蓮
寺
を
創
設
し
た
天
宗
寺
は
牧

田
中
興
禅
寺
七
世
住
職
が
武
田
勝
頼
母
の
菩
提
の

た
め
に
開
山
し
た
と
の
伝
説
の
あ
る
寺
で
、
室
町

時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
大
岡
や
信
州
新
町
一
帯
を

領
し
た
武
将
香
坂
氏
が
開
基
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
天
宗
寺
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
幕
府
か
ら
じ
き

じ
き
に
十
石
五
斗
の
朱
印
地
（
年
貢
を
免
除
さ
れ

収
納
で
き
る
特
権
）
を
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
（
慶

安
二
年
・
一
六
四
九
）。
戦
国
か
ら

江
戸
時
代
に
入
り
、
天
宗
寺
周
囲

は
住
民
の
移
村
な
ど
時
代
の
波
を
受

け
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
け
れ

ど
三
末
寺
の
一
つ
西
蓮
寺
は
、
明
治

五
年
の
寺
院
明
細
書
に
「
十
二
世

知
道
」「
面
積
三
畝
十
歩
・
檀
家
な

し
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
戦
国
時

代
か
ら
の
法
灯
が
消
え
ず
に
続
い
て

い
た
事
が
う
か
が
え
ま
す
。

2
　

西
蓮
寺
跡

（
高
市
場
）

（
下
市
場
）

北
小
松
尾

南
小
松
尾

（大岡村史から引用）

（
→
塩
の
道
）

（
↓
塩
の
道
）

舟
渡

舟
渡

八
重
堀
一
倉
田
和
線

「観世音菩薩」「庚申塔」「二十三夜塔」

◎
北
小
松
尾
石
造
物
群

◎
西
蓮
寺
跡

六
地
蔵
と
お
堂

戦
国
時
代
の
創
建
と
伝
わ
る

　　
堂にはゆかりの遺物。

（
西
蓮
寺
跡
の
上
）

 

北
小
松
尾
分
校
跡

昭和２２年新学制で大岡小学校は
和平・北小松尾・笹久・根越の
分教場を分校としてスタートさせまし
た。その後、北小松尾分校は昭和
３６年に統廃合。昭和３２年資料で
複式学級の児童数は３２人でした。

よりみ
ちメモ

さ
い
れ
ん
じ
あ
と

地蔵尊のほかに
如意輪観音がある

地
名
考

高
市
場
と

北
小
松
尾

SALT

言伝えでは「高市場」を通
る道には江戸時代以前から
犀川筋から運ばれた品物を
扱う「塩市」が立ち、市神さまも祀られていたと云われていますが
確かなことは判っていません。隣接する宮平で市が開かれたのは江
戸時代に入ってからで、高市場集落下方「茶屋畑」という地名は
物資の運搬が盛んだった頃、茶屋（お休処）のあった名残りでしょ
うか。近隣の「下市場」大岡の西方「南小松尾」の地名との対
応関係も考えられますが、こちらも確かなことは判っていません。

◎
庚
申
塔（
道
祖
神
）

北小松尾地区では青面金剛を道
祖神として祀っている。まわりに小
屋がけし、正月飾りのオヤスを奉
納、ミチキリのしめ縄がある。

３



ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

技
と
知
恵
が
伝
承
さ
れ
た

風
土
に
あ
っ
た
家
づ
く
り

大岡ではこの小松尾集落に特徴的な家のつくり
がみられます。せがいづくり（船枻造り）、だしばり
づくり（出梁造り）に似た伝統的な建築技法で、細
い垂木でも深い軒先を確保でき、風雨や強い日差し
から建物を守ってくれるものです。これらの建築物は飯

田の大平宿や木曽の奈良井宿に残されて文化財として保存されています。
船枻造り他県では江戸時代にぜいたくな造作とされ制限があったところもあ
りました。小松尾集落では地元の大工さんが技をこらして造ったと伝わります。

４

３
　

小
松
尾
城
跡

こ
ま
つ
お
じ
ょ
う
あ
と

和田城方面から見た城山山裾と屏風岩。堅固な
山城を讃える天からの采配名か。昔は川口からも
入れたそう。今や熊のみが知る秘境となっています。

　
　

小
松
尾
城
跡
は
、
犀
川
の
右
岸
、
聖
山
か
ら

北
西
に
続
く
丘
陵
の
末
端
部
に
尖
塔
の
よ
う
に
聳

え
る
標
高
７
５
８
ｍ
の
小
山
。
北
小
松
尾
集
落
の
北

の
高
台
に
あ
り
、「
城
山
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
北

に
続
く
尾
根
は
急
斜
面
で
侵
入
は
難
し
く
、
棚
原

沢
に
面
し
て
垂
直
に
落
ち
る
「
屏
風
岩
」
が
あ
り

ま
す
。

　

 

急
斜
面
に
囲
ま
れ
て
聳
え
立
つ
山
頂
は
削
平
さ

れ
、
県
道
か
ら
の
比
高
は
５
８
ｍ
こ
の
主
郭
の
広
さ

は
南
北
１
５
ｍ
、
東
西
１
３
ｍ
で
、
現
在
、
集
落
と

の
中
間
に
あ
っ
た
「
住
吉
神
社
」
が
大
正
頃
に
移

さ
れ
社
殿
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
頂
か
ら
の
北
斜
面
に
は
５
０
ｍ
の
竪
堀
が
下
が

り
、
主
郭
の
東
と
北
に
は
小
さ
な
腰
曲
輪
が
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
南
東
の
麓
に
は
鳥
居
が
立
ち
、
曲

輪
が
あ
っ
て
小
さ
な
池
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら

東
に
５
ｍ
下
が
っ
た
場
所
に
は
６
５×

２
４
ｍ
の
細
長

い
曲
輪
が
あ
り
、
こ
こ
は
「
天
神
さ
ま
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
集
落
の
北
側
に
は
「
大
に
わ
」
と

呼
ば
れ
る
広
い
平
地
が
あ
っ
て  

根※

小
屋
の
可
能
性

が
あ
り
、
築
城
当
時
は
現
小
松
尾
集
落
も
城
内
に

含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

北
小
松
尾
集
落
か
ら
４
０
０
ｍ
離
れ
た
南
の
山

は
「
馬
場
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
続
き
に
北
小
松
尾

分
校
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
地
は
川
口
か
ら
大
岡
の
中
心
部
へ
の
道
筋

を
押
さ
え
た
地
で
、
聖
沢
川
を
挟
ん
だ
北
側
は
和

城郭一帯が住吉社境内となっている。

住吉社境内からは樺内と虚空蔵山が
一望できる。

秘境屏風岩

武
士
に
信
仰
さ
れ
た

外
交
・
航
海
の
守
護
神

貸
人
形
で
子
宝
祈
願
！

　

こ
の
住
吉
神
社
は
遠
方
か
ら
も
信
者
が
訪
れ
る

子
宝
、
安
産
祈
願
の
神
社
で
、
一
間
社
流
造
り
の

本
殿
両
側
に
は
信
者
か
ら
奉
納
さ
れ
た
多
く
の
人

形
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
一
般
に
は
大

阪
住
吉
大
社
が
そ
の
総
本
社
。
航
海
守
護
神
の

住
吉
三
神
と
神
功
皇
后
を
祀
る
神
社
で
全
国
で

二
千
社
以
上
分
布
し
ま
す
。
古
く
「
住
吉
津
（
す

み
の
え
の
つ
）」
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
つ
な
が
る
国
際

港
で
遣
隋
使
・
遣
唐
使
船
に
も
使
用
。
鎌
倉
時

代
末
に
は
住
吉
社
造
営
費
用
獲
得
の
た
め
、
元

へ
交
易
船
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
源
頼

朝
が
上
洛
の
際
、
住
吉
大
社
で
流
鏑
馬
を
行
う

な
ど
清
和
源
氏
武
士
団
と
の
縁
も
深
く
、
南
北

朝
時
代
は
南
朝
の
後
村
上
天
皇

の
行
宮
が
置
か
れ
ま
し
た
。
大

岡
へ
勧
請
さ
れ
た
時
代
な
ど
詳

し
い
経
緯
は
判
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

住
吉
神
社

す
み
よ
し
じ
ん
じ
ゃ

大
岡
の
三
つ
の
主
な
城
郭

小
松
尾
城
は
一
番
古
い
？

当
時
は
集
落
も
城
内
か
。

現在も北小松尾集落の
師岡さんが毎年のお札
取り次ぎをしている。

●小松尾城周辺の地名には城郭
に関連するとおもわれる「うわぼり」
「したぼり」「うまならしば」「からぼ
り」などが伝わる。

●小松尾城周辺の地名には城郭
に関連するとおもわれる「うわぼり」
「したぼり」「うまならしば」「からぼ
り」などが伝わる。
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一寸法師と
　　住吉社

住吉社というと、白砂青松の風光明媚の代
表地とされ、その絵模様は「住吉模様」と呼

ばれます。紫式部『源氏物語』にも明石の君に
関連した重要な舞台として描かれます。また『一寸法師』は子宝に
恵まれなかった初老の夫婦が住吉大社に参り子供を出産、その子
供が住吉津から細江川を下って大阪湾に出て淀川をのぼり、京都
へ向うお話です。子宝祈願は社に奉納された人形を借りて持ち帰り、
子宝が授かると人形を奉納、お礼参りするシステム。ご利用下さい。

住
吉
社
奉
納
札
に
み
る

信
仰
の
広
さ
と

人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り

子宝人形貸し出し中♡

頂上の住吉社の社殿内陣には、壁にびっしりと寄進者の
記名奉納札が打ち付けられています。中には古いもの、
遠方の信者の札もあり、住吉社信仰隆盛の一端と、書か
れた地域名や職名に当時の人 の々暮らしぶりが伺えます。

図版：宮坂武男 2013『信濃の山城と館』

田
之
城
が
あ
り
、
南
西
の
犀
川
の
対
岸
に
は
野
田

山
城
や
左
右
山
城
が
見
通
せ
る
場
所
で
す
。
こ
の

小
松
尾
城
も
周
辺
に
あ
る
大
岡
城
、
和
田
之
城
、

牧
ノ
島
城
な
ど
と
結
ば
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

大
岡
村
で
知
ら
れ
て
い
る
三
つ
の
城
郭
は
、
北

小
松
尾
の
小
松
尾
城
・
中
牧
の
蟻
ヶ
城
・
鳴
沢
の

大
岡
城
（
砦
山
城
）
で
、
こ
の
う
ち
小
松
尾
城
は

古
い
時
代
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。（
大
岡
村
誌
）
戦
国
時
代
以
前
の
南
北
朝
内

乱
の
時
期
に
戦
闘
に
応
じ
た
城
郭
が
形
成
さ
れ
、

そ
の
後
も
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
使
用
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
当
時
こ
の
地
に
関
わ

り
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
香
坂
氏
と
麻
績

氏
で
、
香
坂
氏
が
登
場
す
る
「
大
塔
物
語
」
で
は
、

大
岡
周
辺
も
重
要
な
役
割
を
荷
な
っ
て
い
た
こ
と

を
思
わ
せ
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。

※

根
小
屋　

城
山
山
麓
の
館
を
中
心
と
し
た
中
世
の
集
落
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4
　

上
栗
尾
の
石
造
物
群

　

下
栗
尾
の
石
造
物
群

5

　

月
見
は
古
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
が
、
貴
族

の
間
で
十
五
夜
月
を
鑑
賞
す
る
宴
が
始
ま
っ
た
の

は
平
安
前
期
の
九
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
初
め

で
あ
っ
た
。
貴
族
た
ち
は
池
や
盃
に
う
つっ
た
満
月

を
愛
で
た
。
戦
国
武
将
は
戦
勝
を
祈
願
し
て
、

兜
の
前
立
に
三
日
月
を
つ
け
た
。
三
日
月
は
や
が

て
満
ち
て
く
る
か
ら
、
望
み
が
叶
う
こ
と
を
願
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
豊
作
祈
願
や
収
穫
感
謝

の
祭
事
が
加
わ
っ
た
月
見
や
月
侍
講
が
生
ま
れ
、

月
を
信
仰
の
対
象
と
し
て
、
特
定
の
日
の
月
を
特

定
の
神
仏
に
結
び
つ
け
て
拝
む
こ
と
が
始
ま
っ
た
。

　

第
一
の
月
見
は
旧
暦
八
月
十
五
日
（
今
年
は

九
月
二
七
日
）
の
十
五
夜
月
、
中
秋
の
名
月
で
、

「
芋
名
月
」
と
も
いっ
た
。
一
晩
中
、
満
月
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
月
に
収
穫
に
感
謝
し
て
サ
ト
イ
モ
、

ス
ス
キ
、
ハ
ギ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
だ
ん
ご
一
五
個
を

供
え
、
大
日
如
来
・
聖
観
音
に
祈
っ
た
。

　

第
二
の
月
見
は
旧
暦
九
月
十
三
日
の
十
三
夜
月

で
あ
る
。
日
本
独
自
の
月
見
で
、
新
月
か
ら
十
三

日
日
の
月
で
、
十
三
夜
月
は
ほ
ぼ
満
月
の
十
五
夜

の
月
よ
り
、
少
し
欠
け
た
月
と
な
り
、
十
五
夜
だ

け
だ
と
片
見
月
の
た
め
、
十
三
夜
の
月
見
を
す
る

の
だ
と
い
う
。ク
リ
や
枝
豆
、だ
ん
ご
一
三
個
を
供
え
、

「
豆
名
月
」「
栗
名
月
」「
後
の
名
月
」
と
い
い
、

虚
空
蔵
菩
薩
を
拝
ん
だ
。

　

第
三
の
月
見
が
十
日
夜
月
（
と
お
か
ん
や
つ
き
）

で
、
旧
暦
十
月
十
日
（
新
暦
の
十
一
月
五
日
前
後
）

の
月
で
、
こ
れ
も
日
本
独
自
の
月
見
で
あ
る
。
稲

刈
り
が
終
わ
り
、
田
の
神
が
山
に
帰
る
時
で
、
か

か
し
上
げ
を
し
、
十
日
夜
の
ね
ら
で
っ
ぽ
う
（
わ
ら

で
地
面
を
た
た
い
て
、
モ
グ
ラ
を
追
い
払
う
）
を
し
た
。

　

十
五
夜
、
十
三
夜
、
十
日
夜
に
は
い
ず
れ
も
石

造
物
は
造
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
村
の

入
り
口
に
道
祖
神
、
庚
申
塔
と
と
も
に
立
て
ら
れ

た
の
が
二
十
三
夜
塔
で
あ
る
。

　

二
十
三
夜
月
は
旧
暦
九
月
二
十
三
日
の
月
で
、

新
月
よ
り
二
十
三
日
日
の
下
弦
の
半
月
で
あ
る
。

月
の
出
は
遅
い
二
三
時
こ
ろ
で
、
二
十
三
夜
の
月

の
出
を
侍
っ
て
、
勢
至
菩
薩
に
祈
る
月
侍
で
、
二

十
三
夜
講
（
二
十
三
夜
侍
・
二
十
三
夜
様
）
と
いっ

た
。
こ
の
月
は
勢
至
菩
薩
の
化
身
で
、
勢
至
菩
薩

は
阿
弥
陀
如
来
の
脇
侍
で
、
智
恵
を
司
る
仏
で

あ
る
。
二
十
三
夜
の
夜
に
勢
至
菩
薩
を
念
ず
れ
ば

万
却
の
罪
が
減
じ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

　

二
十
三
夜
に
は
、
ム
ラ
の
女
性
が
集
ま
り
、

遅
い
月
が
出
て
く
る
ま
で
の
間
、
お
茶
を
飲
ん

だ
り
、
食
べ
た
り
し
な
が
ら
月
待
ち
を
し
た
。

月
が
顔
を
出
す
と
、
子
ど
も
が
授
か
る
よ
う
に
、

子
育
て
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
、
子
ど
も
が
元

気
で
丈
夫
に
育
つ
よ
う
に
月
を
拝
み
、
折
り
、

お
願
い
し
、
月
の
光
を
浴
び
て
パ
ワ
ー
、
元
気
を

も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
、
無
事
育
つ
こ
と
で
、
子
孫
、

ム
ラ
の
繁
栄
を
意
味
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
庚
申

塔
、
道
祖
神
と
と
も
に
村
の
入
り
口
に
こ
の
三
種

の
石
仏
が
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
道
祖
神
は
夫
婦
和
合
、
子
宝
祈

願
、
子
孫
繁
栄
の
神
で
、
庚
申
塔
は
一
粒
万
倍

を
祈
る
作
神
で
あ
り
、
こ
の
三
種
の
神
様
は
ム

ラ
に
と
っ
て
繁
栄
・
永
続
性
を
願
う
最
も
大
事
な

神
様
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
江
戸
人
の
月
見
や
月
侍
への
期
待
感

は
、
今
の
電
灯
の
明
か
り
に
馴
れ
た
現
代
人
の
生

活
で
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
江
戸
の
灯

火
具
（
た
ん
こ
ろ
・
あ
ん
ど
ん
・
ろ
う
そ
く
）
の
あ

か
り
は
電
灯
の一
／
二
〇
の
明
る
さ
で
、
そ
の
上
、

菜
種
油
・
ろ
う
そ
く
は
高
価
で
、
ろ
う
そ
く
二

本
の
代
金
が
大
工
一
日
分
の
賃
金
と
同
じ
あ
っ
た
。

　

夜
の
闇
を
明
る
く
す
る
の
は
、菜
種
油
が
燃
え
、

ろ
う
そ
く
の
火
が
周
囲
だ
け
を
照
ら
す
だ
け
の
明

か
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
あ
た
り
一
面
を

照
ら
し
出
す
月
の
出
は
、
さ
ぞ
か
し
待
ち
達
し
い

も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

二
十
三
夜
塔
　
宮
下
健
司

万遅遅遅遅遅遅遅遅だ月子気おもム

司

「聖徳太子」「二十三夜塔」「庚申塔」
「馬頭観音」近くに道祖神がある。「二十三夜塔」「筆塚」「庚申塔」「馬頭観音」

近くに道祖神がある。

上
栗
尾
農
村
コ
ミ
ュニ

テ
イ
セ
ン
タ
ー
裏
に
卵

塔
、
五
輪
塔
、
室
町

時
代
と
思
わ
れ
る
宝

き
ょ
う
印
塔
が
あ
る
。

御堂跡
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庚
申
塔
と
青
面
金
剛

５

お
天
道
さ
ま
と

お
月
さ
ま

こ
の
秋
は
夜
空
を
み
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か…

「
更
級
の
里
の
月
見
」（
善
光
寺
道
名
所
図
会
）

庚申塔や二十三夜塔は
上部左右に
月（左）日（右）を
配したものが多い。

下栗尾二十三夜塔 上栗尾二十三夜塔

へ
お
頼
み
申
し
上
げ
る

　
の
が
い
ち
ば
ん
じ
ゃ
！

しょうめんこんごうは庚申信仰の神体本尊。
四または六臂で、手に、輪宝、鉾、羂索、蛇、
弓矢、金剛杵、日月、劒などを持つ。その
恐ろしい姿から、邪気や悪病を払うとされる。

北
小
松
尾

ど
ん
な
政
治
家
よ
り

北小松尾庚申塔
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最近は使われていない巨大な
御祭禮と書かれたのぼり旗。

棚原のデーデルボー

岳
竜
五

岳
松
唐

岳
馬
白

岳
鞍
乗

岳
華
蓮
小

岳
華
蓮

岳
北

山
明
有

岳
念
常

岳
キ
ガ岳

井
天

山
隠
戸

山
妻
高

ブ
コ
の
キ
ガ

岳
沢
唐

岳
木
ノ
針

岳
沢
赤

岳
沢
屋
小
石
山

岳
沢
鳴

岳
燕

頭
の
狗
天

リ
ヤ
馬
白 岳
子
杓

アルプスを望む日本一の風景
　　   上栗尾～下栗尾

図版・資料提供：池内朝雄

上栗尾の神楽は現在
長野市の民俗資料と
なっている。

　

・
尾
栗
下

原
棚

物
造
石
の

5

棚原入り口の「秋葉社」の石祠。
初なりのキュウリを供えるという。
元禄七年（1694)の銘がある。

棚原では（女の神様なので）
どんど焼きをせず道祖神の横に
指しておき５月末の味噌づくり
の豆煮のたきつけにする。

集落入口に庚申塔。

広 と々した棚原の奥の原。大岡で一番早く
朝日が昇るともいわれます。

六
六
一
（
年
六
文
寛
は
に
区
地
尾
栗
上

検
の
）
四
六
七
一
（
年
元
和
明
と
）
六

発
開
の
畑
田
ら
か
く
早
り
残
が
録
記
地

。
る
か
わ
が
と
こ
た
い
て
れ
わ
行
が

。
る
え
こ
聞
が
音
水
の
ギ
セ
ら
か
脇
路
道

西
方

尼僧さんの墓が二基あり、
今も大切に杉の囲いのなか
に守られている。

「
央
中

社
王
天

」
と
こ
み
の
う
の
さ
す
「。
祠
石
」

。
る
いて
れ
ら
彫
が
猿
二
で
塔
申
庚
は
左
。
う
い
も
と

秋葉社 天王社
御堂跡

そ
、
尾
栗
下
い
し
美
る
あ
に
台
高
む
望
を
ス
プ
ルア

崩
な
き
大
で
震
地
寺
光
善
の
年
４
化
弘
で
方
一
の

尾
栗
下
、
り
な
く
亡
が
名
一
九
で
体
全
岡
大
。
た

東
方

大岡地域の総石高は元和元年
（1622) 千九百石、天保五年
（1834)二千九百石で松代藩領内
でも石高の大きな地帯だった。

峠
洞
大
に
方
右
と
む
望
を
北
ら
か
尾
栗
上

。
海
本
日
は
う
こ
む
の
山
の
く
遠
。
望
一が

。
景
風
落
集
尾
栗
上
る
え
見
ら
か
場
市
高

北
方

棚原からは東面に犀川沿いの信州新町から
七二会の陣場平までがはっきりと見える。

南
方

下栗尾の棚田風景

鑓
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